外来・通所　カンファレンス記録
	平成20年　7月　18日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　中居　則子　　　記録　　上野　葉子
	A.O.M.
	S.G.M.

	
	
	
	


	下舘
	兵藤
	服部
	木村
	上野
	中居
	小松
	川井
	山田（沙）
	山田（万）

	○
	○
	業務
	○
	○
	○
	○
	早退
	業務
	有休

	谷藤
	田中
	向
	佐々木
	小嶋

	業務
	業務
	業務
	業務
	○


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞

· 7/22（火）～7/23（水）17：30～18：30、課内研修「プロセスレコードについて」あり。参加は任意の為、希望者は参加すること。
＜外来情報＞

· 伊藤　雄一　様～自室に扇風機がないので大変だと話されている。読書をして過ごしていることが

多く、特に変わりないと話されている。

· 田名部　一樹様～夜寝付けないことがあり、色々と工夫したと話されている。精神症状に関係して

いるのではないかとのことだが、たまにはあることと説明している。

· 北嶋　　剛　様～父親の認知症が進行しており、自分も介護をするようになったとのこと。デイケ

アに来ても、父親の様子が気になってしまうと話されている。

· 久保　興介　様～話したいけどうまく話せないという思いがあるとのこと。話さなければいけない

ということもないのではないかと尋ねると、「他の人が話しているのを聞くと、話さなければならないと思う」「話し掛けられれば話せるけど、長時間は疲れる」とのこと。眠れないこともある為、その時はユーパンを使用しても良いこと説明している。

· 関口　　禅　様～胃痛はなく、胃薬もまだ残っているとのこと。自炊をするようにしていると話さ

れている。

· 村田　昭一　様～特に変わりはない。

· 沢田　三朗　様～特に変わりはなく、自宅では草むしりなどを手伝っているとのこと。

· 横町　　浩　様～頭がボーッとしてキラキラするが、休めば治るとのこと。妹が買ってくれたとい

う帽子をかぶっている。「なついてくる」と話されている。

· 島浦　美千男様～特に変わりはない。

· 関　　秀治　様～工場の見学に行ってきたとのことで、10分程度体験したと話されている。自分

ではスタッフに流されているような気がするとのことで、作業については難しそうだと思ったと話されている。体験してみたい気持ちはあるとのことで、色々と経験するのも良いのではないかと説明あり。

＜利用者様情報＞

・　駒目　　翔　様～昨日、帰宅の送迎に来られた父親様に、安静の件について確認とっている。父親様は、具体的な話は母親様から聞いていない為、家族内で相談し旅行については検討するとのこと。通所日以外にデイケアへ来所した件について、本人がカレンダーにスケジュールを記入しておらず、本人が行きたいと希望したとのこと。本人の言い訳は二転三転しており、本人の態度も悪いこともあって、父親様と本人が口論になっている。まず、自分の事は自分で行うようになることを説明しているが、本人は「出来ていますよ」と納得せずにいる。荷物管理や時間管理など、自分自身で管理していけるようにその都度説明していく。また、本人の話の内容自体、ご家族からの情報や事実と異なることが多く信憑性に欠けるため、スタッフ・家族間の連絡ノートの作成も検討していく。

・　森　　彩子　様～本人より欠席の連絡あり。精神的に不安定で感情コントロールが出来ずにいるとのこと。気分が不安定な理由として、実家がなくなってしまう為、帰るところがなり、新しい連絡先も教えてもらえないかもしれないので、今後家族と会えなくなるかもしれないと不安を話されている。また、先週他者に肌を触られた件について「病気について理解している人の方が我慢して苦しんでストレスが溜まっている。どうしたらいいかわからない」と話しており、話中、感情的となりスタッフに矛先を変え、声を荒げることある。傾聴することで落ち着いており、スタッフに謝罪している。気分が安定するまで、1週間程度時間が欲しいとのことで、本日は気分転換に海に行ってくること話されている。気負いせず、ゆっくり休養すること説明している。

· 田向　玲美　様～本人より電話連絡あり、北村奈美様との関係性に疲れて、デイケアは辞めたい　　　　　　　　　　

と話されている。うみねこ幸房や就職先など、人間関係が絡まないところはないこと説明しているが、どうしても来所したくないとのことで、欠席している。デイケアを通じて、対人スキルを向上させていくよう説明・介入行っていく。

· 大久保　律子様～大久保恒夫様と特定女性スタッフが話をしているのを見て、「嫌な気分になった。

嫉妬した」と話されている。「○○さんはおもしろくて好きだけど、やっぱり恒夫さんと話をしているのを見るのは嫌だ。○○さんのおかげで恒夫さんが好きだって思えたけど」とのこと。自分の気持ちを表現できていることを評価し、女性スタッフには大久保恒夫様に近づきすぎることのないよう声をかけていく。

· 五日市　公　様～「他メンバーから邪魔だと言われた」「青風荘でもひどい事を言われた」「自分は

ここにいて良いのか…」など悲観的な発言がきかれている。「皆と仲良くしたい」と話されているが、仲違いをしたくない為に一人で行動することが多く、結果孤立しがちになっている。青風荘の日誌より、昨夜、倒れて失禁していることがあったとの情報あり。詳細を青風荘に確認していく。7/16に通所内では、本人が孤立しないように介入していく。

＜SST評価検討＞

グループ①

· 対人交流スキルが高いグループであることもあって、「困っていること」のお題がなかなか出てこない。

· お題が出てこないこともあり、久保興介様が気を使ってお題を提供している様子がある。（本人の精神的負担になっていると考えられる。

· お題が出てこない時は、スタッフからお題を提供してもよいのではないか。

グループ②

· お題がメンバーから3種類出ており、その中から皆に選んでもらっている。（今週は「セールスの断り方」）

· 対処法についても、「断る」「無視する」など様々意見が出ていた。

· 細越定生様が、自らセールスマン役を買って出ており、熱演している。

· セールスマン役は言葉巧みに勧誘していたが、断る役の森田清助様は迷いなく断ること出来ていた。

· 新人スタッフがSSTを見学。SSTがどのようなものかまだわからない為、研修や個別に説明するなどして、SSTを実施していけるように指導していく。

· リーダー・コリーダーのどちらがSSTを進行しても構わないが、コリーダーはリーダーよりも周囲に気を配らなければいけない役割である。

SSTを円滑に実施する為には、どのように進行するか、事前に打ち合わせを行う必要がある。










